
 

 

※ とてもそう思う+そう思う⇒ A：８０パーセント以上 B：７０パーセント以上 C:７０パーセント未満 

 

学校運営について 

１ 学校は、保護者や地域の皆様に教育目標や方針、計画等を分かりやすく説明している。→Ａ 

 

２ 学校は、ホームページや学校だよりを通して、子供たちの活動や成長の様子を積極的に伝えている。→Ａ 

 

 

令和６年度 学校教育アンケート集計結果 

令和６年 1２月実施  

家庭数 ３０８ 回収６０  

回収率 １９パーセント  

◯インターネット上で、アンケートの回答

をいただきました。 

 



３ 学校は、保護者や地域と連携し、教育活動を充実させている。→Ａ 

 

４ 学校は、子育てなどの悩みについて相談に応じている。→Ｂ 

 

５ 学校は、通知表「あゆみ」を通して、学校での学習や生活の様子を分かりやすく伝えている。→Ｃ 

 



６ 学校は、施設・設備を適正に整備している。→Ｃ 

 

 

７ 学校は、保護者からの問い合わせや来校者に対して、適切に対応している。→Ａ 

 

８ 学校は、行事の予定について、余裕をもって知らせている。→Ｂ 

 



お子様の様子について 

９ 子供は、学習内容を理解している。→Ａ 

 

１０ 子供は、家庭学習の習慣を身に付けている。→Ｂ 

 

１１ 子供は、友達と仲良く学校生活を送っている。→Ａ 

 



１２ 子供は、生命を大切にする心や思いやりが育っている。→Ａ 

 

１３ 子供は、社会のルールを守ろうとする規範意識を身に付けている。→Ｂ 

 

学習指導・児童指導について 

１４ 学校は、一人一人の子供を大切にした分かりやすい授業をしている。→Ｃ 

 



１５ 学校は、道徳の授業を中心に、生命を大切にする心や思いやりの心を育てようとしている。→Ｃ 

 

１６ 学校では、児童の安全に留意した指導が進められている。→Ａ 

 

１７ 学校では、健康でたくましい子供を育てる指導が進められている。→Ｃ 

 



１８ 学校は、子供の悩みや相談に適切に対応している。→Ｃ 

 

※「分からない」の回答が複数の項目に渡り散見されました。次年度は今年度以上に学校だよりや学年のお知らせ、 

クラスルームの配信等を活用して日々の教育活動の取組を発信できるように努めてまいります。 

 

自由記述の欄に以下のご意見をいただきました。検討の上、令和７年度の教育課程に反映してまいります。 

・六小サポーターやボランティアを取り入れ、保護者の方々も見守りができる教育活動の良さ。 

・上級生が下級生を思いやる活動の良さ。 

・学校からのお知らせ等、予定配布のタイミングについて。 

◆４月の年間行事予定配布の際にできるだけ 1 年間の予定を分かるように示します。通常と違う予定のものは学年

のお知らせ等で早めにお知らせできるようにします。 

 

・毎日の宿題の内容をより良いものにすること。 

◆学年の学習進度や個別の状況に合わせてドリル、クロームブック等を活用して学習したことが習熟できるようにし 

ます。 

 

・運動会の短距離走や種目の在り方について。 

◆短距離走の順位をつけることや子供に無理のない種目に変更することについては、今年度の改善点を精査した上

で検討していきます。 

 

・熱中症を予防するための高温時の学習活動について。 

◆7月や 9月の屋外で行う学習活動が高温時に当たらないように、単元の入れ替えをしたり学習のもち方を工夫し

たりして今後も熱中症の予防に努めていきます。 

 

・学校設備面の改善について。 

◆月に 1 度教職員が行う安全点検で、学校設備に危険な状態がないかどうかをよく見て、早期に修繕対応できるよ

うに努めていきます。また引き続き国立市への要望を出していきます。 

 

・通知表の評価規準の在り方について。 

◆1 学期末の保護者会で評価規準について分かりやすい形でお伝えするとともに、子供達に日頃の授業の中で評価

規準が分かるよう、学年の実態に応じて伝えていきます。 


